
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲
み
水
と
し
て
利
用
し

て
い
る
。
同
紙
に
よ
る

と
、
２
０
０
６
年
の
統

計
で
、
北
京
で
は
約
２

０
０
種
類
の
銘
柄
の
約

１
億
本
が
販
売
さ
れ
た

が
、
実
際
の
流
通
量
は

約
２
億
本
を
超
え
て
い

る
と
い
う
。 

 

 

中
国
政
府
の
国
家
品

質
監
督
検
査
検
疫
総
局
担
当
者
は
１
０
日
、
記
者

会
見
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
を
始
め
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

平
成
１
９
年
７
月
１
１
日 

 

読
売
新
聞 

さわやかさわやかシミ・ジャー通信 

2007,08,01   通巻２４号 

８月号

発行 シミ・ジャー工業株式会社

シミ・ジャー通信 

〒340-0806 

埼玉県八潮市伊草２７６ 
ＴＥＬ048-997-5111 

ＦＡＸ048-997-5112 

info@4348.co.jp 

http://www.4348.co.jp 

 
 

  

中
国
製
食
品
の
安
全
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
野
菜
な
ど
の
残
留
農
薬
の
基
準
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
報
道
を
見
る
と

「
ア
ン
コ
ウ
か
ら
フ
グ
毒
」
「
偽
赤
ワ
イ
ン
」
「
オ

キ
シ
ド
ー
ル
ふ
か
ひ
れ
」
な
ど
、
信
じ
ら
れ
な
い

話
が
出
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
に
報
道
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も 

「
土
鍋
や
お
も
ち
ゃ
か
ら
鉛
検
出
」 

「
咳
止
め
シ
ロ
ッ
プ
で
死
者
」 

「
注
射
液
に
有
毒
物
質
で
死
者
」 

「
で
ん
ぷ
ん
偽
粉
ミ
ル
ク
で
赤
ち
ゃ
ん
死
亡
」 

「
廃
油
製
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
で
死
者
」 

「
硝
酸
塩
が
普
通
の
塩
と
同
じ
包
装
で
販
売
」 

「
歯
磨
き
粉
に
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
」 

「
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
で
犬
猫
死
亡
」 

な
ど
、
次
々
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

７
月
に
は
、
中
国
政
府
が
危
険
な
食
品
を
取
り

扱
っ
て
い
た
５
２
社
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
発
表

し
て
、
輸
出
禁
止
の
処
分
を
下
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
う
ち
、
日
本
向
け
に
輸
出
を
し
て
い
た
企

業
は
１
５
社
で
、（
平
成
１
９
年
７
月
１
８
日
現
在
） 

「
う
な
ぎ
蒲
焼
き
に
抗
菌
剤
マ
ラ
カ
イ
ト
グ
リ
ー

ン
や
二
酸
化
硫
黄
」 

「
い
か
や
き
に
大
腸
菌
」 

「
水
煮
キ
ノ
コ
に
二
酸
化
硫
黄
」 

「
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
干
し
梨
に
二
酸
化
硫
黄
」

「
ホ
タ
テ
串
焼
き
に
マ
ヒ
性
貝
毒
」 

「
冷
凍
カ
ニ
に
大
腸
菌
」 

な
ど
の
食
品
名
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

中
国
政
府
５
部
門
の
食
品
安
全
担
当
者
は
食
品

中中
国国
製製
食食
品品
にに
広広
がが
るる
不不
信信
感感 

検
査
や
製
造
拠
点
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。 

 

７
月
１
０
日
に
は
、

元
国
家
食
品
薬
品
監
督

管
理
局
局
長
の
鄭
筱
萸

（
て
い
・
し
ょ
う
ゆ
）

氏
の

死
刑
が
北
京
で
執
行
さ

れ
ま
し
た
。（
偽
薬
承
認

の
見
返
り
に
巨
額
の
賄
賂

を
受
け
取
っ
た
罪
な
ど
） 

 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
中
国
政
府
が
、

イ
メ
ー
ジ
回
復
の
た
め
、
躍
起
に
な
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

半半
分分
はは  

偽偽
物物
のの
飲飲
料料
水水 

北京の市場で売られている養殖ウナギ 

驚
く
話
が
次
々
に
出
て
く
る
中
国
で
す
が
、
今

度
は
つ
い
に
「
偽
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
が
出

現
し
ま
し
た
。 

 
中
国
紙
・
京
華
時
報
は
、
北
京
市
民
が
日
常
的

に
使
っ
て
い
る
飲
料
水
入
り
大
型
ボ
ト
ル
の
う
ち
、

少
な
く
と
も
半
分
は
「
偽
物
」
と
す
る
業
界
関
係

者
の
話
を
報
じ
た
。 

  

偽
物
製
造
の
方
法
は
主
に
二
つ
あ
り
、
無
名
ブ

ラ
ン
ド
の
水
で
有
名
銘
柄
の
商
品
を
偽
装
す
る
ほ

か
、
水
道
水
を
入
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
指

摘
。
こ
う
し
た
手
口
で
３
元
（
約
５
０
円
）
程
度

の
ボ
ト
ル
が
十
数
元
で
売
れ
る
と
い
う
。 

 

中
国
で
は
、
水
道
水
が
飲
用
に
向
か
な
い
た
め
、

各
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
は
大
型
ボ
ト
ル
を
購
入
し
、

日日
本本
でで
もも
ああ
っっ
たた  

にに
せせ
水水
事事
件件 

日
本
で
も
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
社
の
食
肉
偽
装
が
問

題
に
な
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
水
に
関
し
て
調
べ

て
み
る
と
や
っ
ぱ
り
あ
り
ま
し
た
。 

 

京
都
市
中
京
区
の
旅
館
「
石
長
（
い
し
ち
ょ
う
）・

松
菊
園
（
し
ょ
う
ぎ
く
え
ん
）
」（
石
井
常
雄
会
長
）

が
、
水
道
水
を
「
京
都
三
名
水
」
の
一
つ
「
染
井

（
そ
め
い
）
」
の
水
と
偽
っ
て
客
に
提
供
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

評
判
に
な
る
と
考
え
て
当
初
は
本
物
を
提
供
し

て
い
た
が
、
わ
き
水
を
く
む
作
業
が
大
変
に
な
り

水
道
水
に
切
り
か
え
て
い
た
と
い
う
。
旅
館
は
「
お

客
様
に
道
義
的
な
危
害
を
加
え
た
。
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
と
し
て
申
し
訳
な
い
」
と
謝
罪
し

て
い
る
。
【
以
下
省
略
】 

 
 
 

平
成
１
９
年
７
月
７
日 

朝
日
新
聞  

一
度
失
っ
た
信
用
は
元
に
は
戻
ら
な
い
の
に
‥
‥ 

１９Ｌの大型ボトル飲料水 

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー 



             

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
の
種
類
に
は
水
だ
け
で
は
な
く
、
水

よ
り
も
分
子
径
の
大
き
い
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
や
尿
素
な
ど

の
分
子
を
通
過
さ
せ
る
種
類
も
あ
り
、
ア
ク
ア
グ
リ
セ

ロ
ポ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
の
機
能
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸

化
炭
素
）
、
Ｎ
Ｈ
３

（
ア
ン
モ
ニ
ア
）
、
Ｎ
Ｏ
（
一
酸

化
窒
素
）
な
ど
の
ガ
ス
を
通
過
さ
せ
た
り
、
亜
ヒ
酸
イ

オ
ン
を
通
過
さ
せ
た
り
す
る
イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
性

質
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
眼
の
レ
ン
ズ
フ
ァ
イ
バ
ー
細
胞
に
存
在
す
る

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
０
は
隣
接
の
細
胞
の
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
０

と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
細
胞
接
着
の
役
目
を
し
て

い
る
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
は
現
在
ま
で
に
動
物
で
は
１
３
種

類
、
植
物
で
は
３
０
種
類
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
が
体
内
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
肌
に
水

分
が
補
給
さ
れ
た
り
、
も
の
を
食
べ
る
時
に
唾
液
が
分

泌
さ
れ
た
り
、
瞳
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
潤
っ
た
り
、

涙
が
流
れ
た
り
と
い
う
体
内
の
水
分
移
動
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
は
３
０
０
前
後
の
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
成

る
比
較
的
小
さ
な
膜
た
ん
ぱ
く
で
す
。
ア
グ
レ
教
授
が

解
明
し
た
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
１
（
Ａ
Ｑ
Ｐ
１
）
は
左
図
の

よ
う
に
中
心
部
が
細
く
な
っ
た
砂
時
計
に
ち
か
い
形
を

し
て
い
ま
す
。 

 

中
心
に
あ
る
穴
の
直
径
は
一
番
細
い
部
分
で
、
わ
ず

か
３
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
（
１
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
は

１
億
分
の
１
セ
ン
チ
）
の
細
さ
で
す
。 

 

水
の
分
子
径
が
約
２
．
８
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
水
分
子
１
個
が
や
っ
と
通
れ
る

大
き
さ
な
の
で
す
。
こ
の
穴
で
は
、
１
秒
間
に
約
２
０

億
個
も
の
水
分
子
が
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

さ
ら
に
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
を
水
分
子
が
通
過
す
る
と
き

に
、
狭
い
部
分
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
に
突
き
出
し
た
ア
ミ

ノ
酸
と
酸
素
で
自
然
に
水
素
結
合
し
て
、
通
過
す
る
向

き
が
一
定
に
な

る
の
で
、
他
の
水

分
子
と
の
結
合

が
切
ら
れ
、
単
体

の
水
分
子
と
し

て
通
過
し
ま
す
。

 

腎
臓
で
尿
か

ら
水
分
を
再
吸

収
す
る
と
き
に
、

老
廃
物
を
一
切

混
入
さ
せ
な
い

と
い
う
精
巧
な

仕
組
み
は
、
ア
ク

ア
ポ
リ
ン
の
は

た
ら
き
が
あ
る

か
ら
可
能
だ
っ

た
の
で
す
。 

生
物
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
水
。 

人
間
の
体
重
の
お
よ
そ
６
０
％
は
水
分
で
す
。 

 

 

細
胞
を
取
り
囲
ん
で
い
る
二
重
膜
は
、
脂
質
で
で
き

て
い
て
水
を
通
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
受
動
拡

散
と
い
う
（
脂
質
と
脂
質
の
分
子
の
間
を
水
分
子
が
衝

突
し
な
が
ら
無
理
矢
理
く
ぐ
り
抜
け
る
）
通
り
方
で
水

が
通
過
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
受
動
拡
散
で
は
、
腎
臓
で
の
水
分
再

吸
収
や
赤
血
球
の
大
小
の
変
化
な
ど
、
早
く
て
多
量
の

水
分
移
動
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
細
胞
に
は
水
を
選
択
的
に
効
率
よ

く
通
過
さ
せ
る
膜
た
ん
ぱ
く
、
水
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
よ
う

な
も
の
が
存
在
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
分
子
が
実
際
に
確
認
さ
れ
た
の
は
１
９
９
２

年
、
水
を
通
過
さ
せ
る
穴
に
ち
な
み
「
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
」

（a
q
u
a
p
o
rin
 

Ａ
Ｑ
Ｐ
）
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。 

 

発
見
者
の
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ピ
ー

タ
ー
・
ア
グ
レ
教
授
が
２
０
０
３
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
発
見

は
広
く
生
物
科
学
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま

し
た
。  

すべての生物にある 水の通り道 「アクアポリン」
aquaporin／１ 

写真／ピーター・アグレ博士 
.a Nobel laureate Dr. Peter Agre 

水の鎖 

アミノ酸 水の鎖が切られる 

細胞膜 

アクアポリン 

血液 

尿 

腎 臓

水水分分のの再再吸吸収収  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンゴを襲う白い死線 
 

米
豪
の
研
究
チ
ー
ム
は
１
９
９
８
〜
２
０
０
４
年
、

１
５
０
０
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ

を
調
査
。
海
水
温
が
平
年
よ
り
１
度
以
上
高
く
、
サ
ン

ゴ
の
集
中
す
る
場
所
で
多
発
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。  

 

サ
ン
ゴ
の
病
気
は
、
こ
の
１
０
年
、
種
類
、
数
と
も

に
急
増
し
て
い
る
。
「
サ
ン
ゴ
の
腫
瘍
（
し
ゅ
よ
う
）
」

と
呼
ば
れ
る
骨
格
異
常
も
、
２
０
０
３
年
ご
ろ
か
ら
報

告
が
相
次
い
で
い
る
。
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
の
有
志
ら

は
２
２
日
、
環
境
省
に
緊
急
調
査
を
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
。  

 
 

入
川
さ
ん
は
「
慶
良
間
諸
島
の
場
合
、
今
の
ペ
ー
ス

で
病
気
が
拡
大
す
る
と
、
あ
と
１
０
年
で
ほ
と
ん
ど
の

テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
が
死
ん
で
し
ま
う
」
と
危
機
感
を
募

ら
せ
て
い
る
。  

平
成
１
９
年
６
月
２
４
日 

朝
日
新
聞 

ＣＯＲＡＬ／ＮＥＷＳ 

サ
ン
ゴ
礁
復
活
の
た
め
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
世

界
各
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
サ
ン
ゴ

を
蝕
む
新
た
な
病
気
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

シ
ミ
・
ジ
ャ
ー
通
信
で
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
再
生
を
心

か
ら
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ン
ゴ
に
関
す
る
情
報
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
に
伴
っ
て
白
化
現
象
が
進
み
大
き
な
被

害
が
予
測
さ
れ
る
サ
ン
ゴ
礁
に
、
新
た
な
脅
威
が
広
が

っ
て
い
る
。
「
ホ
ワ
イ
ト
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ

る
病
気
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
沖
縄
な
ど
世
界
各
地

の
サ
ン
ゴ
礁
で
見
つ
か
っ
た
。 

 

発
症
し
た
サ
ン
ゴ
の
ほ
と
ん
ど
が
１
年
以
内
に
死
ぬ

と
い
う
。
原
因
は
不
明
だ
が
感
染
症
の
一
種
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
病
気
は
今
後
、
白
化
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
減
少

に
拍
車
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
る
。 

沖
縄
県
・
慶
良
間
諸
島
（
け
ら
ま
・
し
ょ
と
う
）
。

水
深
１
１
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
直
径
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
に
、
真
っ
白
な
帯
が
浮
き
出
て
い
た
。

運
動
場
に
引
く
白
線
の
よ
う
に
目
立
つ
。（
写
真
・
上
） 

サ
ン
ゴ
礁
の
生
態
系
に
詳
し
い
入
川
暁
之
（
い
り
か

わ
・
あ
き
ゆ
き
）
・
慶
良
間
海
域
保
全
連
合
会
参
事
ら

が
昨
秋
、
同
諸
島
・
安
室
島
沖
で
行
っ
た
調
査
で
は
、

発
症
し
た
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
は
約
３
割
に
上
っ
た
。
白

い
帯
は
サ
ン
ゴ
の
表
面
を
１
カ
月
に
平
均
２
０
セ
ン
チ

移
動
し
、
じ
わ
じ
わ
と
死
滅
さ
せ
る
。  

 

白
化
現
象
の
場
合
、
水
温
の
低
下
な
ど
で
回
復
す
る

こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
ホ
ワ
イ
ト
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
肉

が
は
が
れ
て
骨
格
が
む
き
出
し
に
な
り
、
回
復
は
望
め

な
い
。  

 

石
垣
島
と
西
表
島
の
間
に
広
が
る
日
本
最
大
の
サ
ン

ゴ
礁
海
域
、
石
西
（
せ
き
せ
い
）
礁
湖
（
し
ょ
う
こ
）

で
も
２
０
０
３
年
ご
ろ
か
ら
多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

環
境
省
の
調
査
で
は
、
１
２
３
カ
所
の
う
ち
１
１
３

カ
所
で
確
認
。
豪
州
の
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
や
カ

リ
ブ
海
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
か
ら
の
報
告
も
あ
る
。 

サ
ン
ゴ
の
表
面
に
白
線
が
現
れ
、
や
が
て
死
滅
す
る
「
ホ
ワ

イ
ト
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
。
白
線
右
側
の
褐
色
の
部
分
は
ま
だ

生
き
て
い
る
が
、
左
側
は
死
ん
で
黒
い
藻
類
に
覆
わ
れ
て
い

る
＝
沖
縄
県
・
慶
良
間
諸
島
で 

100％天然素材の除菌＋鮮度保持剤！ 

１ｇ×３０包入り 

販売価格１,０２９円（税込み）

食材に付着した農薬や有害物質を除去します。

使い方は簡単、2リットルの浄水に 

１包を溶かした水溶液に浸けるだけで、

目には見えない“有害化学物質”も剥が

れてきます。 

しかも色の変化でわかるなんて 

これはもうオドロキです。 
 

【農薬や汚染物質の除去】 

やさい・くだもの・お米 

精肉・お魚など 

【新鮮食材の鮮度保持】 

まとめて洗って、その 

まま貯蔵するだけ 

【天然素材で除菌・殺菌】 

食器・調理器具・ふきん 

タオル・お部屋など 

「安心やさい」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７
月
１
６
日
発
生
し
た
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
多

く
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。 

   

被
災
地
域
に
お
住
ま
い
の
お
客
様
の
中
で
、
本
体
の

破
損
、
そ
の
他
の
不
具
合
が
発
生
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

大
切
な
お
客
様
へ
、
お
見
舞
い
と
日
頃
の
感
謝
の
気

持
ち
が
通
じ
ま
す
よ
う
に
、
代
理
店
の
皆
様
と
協
力
し

て
対
処
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

該
当
さ
れ
る
お
客
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

高高
カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
食食
はは
血血
圧圧
をを
下下
げげ
るる  

そ
の
結
果
、
血
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
一
部
は
血
管
に
直

接
作
用
し
て
血
圧
を
高
め
ま
す
が
、
一
部
は
脳
内
に
移
行

し
、
ド
ー
パ
ミ
ン
を
介
し
て
血
圧
を
降
下
さ
せ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
昇
圧
は
急
性
反
応
で
す
が
、
降
圧
は

長
時
間
続
く
慢
性
的
な
反
応
で
す
。 

 

高
血
圧
ラ
ッ
ト
の
分
析
で
は
、
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
レ
ベ

ル
が
非
常
に
高
く
、
逆
に
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
レ
ベ
ル

が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
中
枢
へ

の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
供
給
を
減
少
さ
せ
、
脳
内
の
ド
ー
パ
ミ

ン
の
合
成
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ラ
ッ
ト
に
、
高
カ
ル
シ
ウ
ム
飲
料
水
（
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度

１
．
５
％
）
を
与
え
る
と
、
９
日
目
か
ら
血
圧
が
降
下
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
腹
腔
内
投
与
に
よ
っ
て
も

同
様
な
降
圧
反
応
が
み
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
結
果
か
ら
、
経
口
的
ま
た
は
腹
腔
内
か
ら
摂
取
し

た
カ
ル
シ
ウ
ム
も
、
中
枢
の
ド
ー
パ
ミ
ン
の
合
成
を
高
め
、

徐
々
に
血
圧
を
降
下
さ
せ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。 

 

最
近
、
各
国
で
高
カ
ル
シ
ウ
ム
食
に
よ
っ
て
高
血
圧
症

を
予
防
・
改
善
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

軽
度
の
高
血
圧
患
者
に
高
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
有
す
る
菜

須
藤
伝
悦
博
士
の
研
究 

２ 

食
を
与
え
る
と
血
圧
が
降
下
し
、
肉
食
を
再
開
す
る
と
再

び
血
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

血
圧
調
節
に
お
い
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
対
立
す
る
二
つ 

の
作
用
を
持
ち
ま
す
。
一
つ
は
、
末
梢
の
血
管
平
滑
筋
を

収
縮
さ
せ
る
昇
圧
作
用
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
脳
中
枢

に
お
い
て
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
ド
ー
パ
ミ
ン
を
介
し
た
降
圧

作
用
で
す
。 

 

食
事
や
運
動
な
ど
に
よ
っ
て
血
中
カ
ル
シ
ウ
ム
が
慢
性

的
に
少
し
ず
つ
増
加
す
る
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
一
部
は
脳

内
へ
移
行
し
、
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
を
介
し
て
ド
ー
パ
ミ
ン

の
合
成
を
亢
進
し
ま
す
。 

 

レ
ベ
ル
の
高
く
な
っ
た
ド
ー
パ
ミ
ン
が
血
圧
調
節
中
枢

に
作
用
し
、
末
梢
の
交
感
神
経
系
を
抑
制
し
て
血
圧
を
降

下
さ
せ
る
の
で
す
。 

記
事
の
内
容
は
博
士
の
研
究
発
表
を
も
と
に
編
集
部
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

 
 

    

須
藤
伝
悦
博
士
の
研
究
は
摂
取
さ
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、

脳
中
枢
の
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
を
活
性
化
し
、
タ
イ
ロ
シ
ン

水
酸
化
酵
素
を
活
性
化
し
て
、
ド
ー
パ
ミ
ン
の
合
成
を
高

め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

カ
ル
シ
ウ
ム
と
血
圧
の
関
係
で
は
、
血
液
中
の
カ
ル
シ

ウ
ム
濃
度
の
増
加
が
血
管
平
滑
筋
を
収
縮
さ
せ
る
た
め
に
、

血
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
が
血
圧
を
降
下
さ
せ
る

こ
と
が
、
古
く
か
ら
示
唆
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
降
圧
作
用
に
つ
い
て
の
新

し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
提
唱
で
す
。 

 

覚
醒
ラ
ッ
ト
の
側
脳
室
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
投
与
す
る
実

験
を
す
る
と
、
投
与
後
６
分
か
ら
１
時
間
以
上
に
わ
た
り

血
圧
が
降
下
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
脳
内
の
カ
ル
モ
ジ
ュ

リ
ン
の
は
た
ら
き
を
抑
制
す
る
薬
剤
を
使
用
す
る
と
、
血

圧
の
降
下
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
脳
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン

を
介
し
て
ド
ー
パ
ミ
ン
の
合
成
を
高
め
、
レ
ベ
ル
の
高
く

な
っ
た
ド
ー
パ
ミ
ン
が
血
圧
調
節
中
枢
に
作
用
し
、
交
感

神
経
系
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
血
圧
を
降
下
さ
せ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

脳
室
内
に
投
与
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、
ド
ー
パ
ミ
ン
の

作
用
を
介
し
て
血
圧
を
降
下
さ
せ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
し

た
が
、
末
梢
か
ら
投
与
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
っ
て
も
同

じ
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
か
確
認
し
ま
し
た
。 

 

菜 食 → 血圧の降下 

肉 食 → 血圧の上昇 

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、 

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

も
う
少
し
、
落
ち
着
い
て
か
ら
で
結
構
で
す
。 


